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PICK UP 企業

有限会社小谷工業
とび

　足場組み立てを中心に、建物の基礎
工事や杭打ちをしています。足場と聞く
と、これからビルやマンションを建設
する現場をイメージされると思いますが、
当社では解体現場での足場組み立てが
メインとなっています。
　解体現場は鉄骨建築物の他に、様々
な現場があります。例えば、ガスの球形
タンク解体、ビル屋上の看板撤去が挙げ
られます。高所で危険な仕事というだけ
でなく、特殊な技術を必要とする足場
組み立てをしています。
　事業内容は、私が経験してきたことを
主軸に展開しています。それだけでなく、
仕事の相談を受け必要であれば、産業

廃棄物取り扱いのような資格も取得しています。おかげさまで、会社は愛知県
津島市にありますが愛知県、岐阜県、三重県を中心に、滋賀県など遠くの
現場にも声をかけて頂いています。

　ありがたいことに、仕事は
十分に頂いており忙しくして
います。そこで問題としてい
ることは二つあります。　
　一つは、重機に必要な
燃料です。長く続く燃料の
高騰に悩まされています。
重機はレンタル で す が、
特殊な解体現場では長く利用します。先ほど特殊な現場として挙げた、
ガスの球形タンク解体の場合は一年近くかかります。値上がりが続く時は
本当に辛いですね。
　もう一つは、人手不足です。建設業ではどこも同じかと思いますが、
弊社では人が集まればいいというわけにはいきません。高所であり、
特殊である現場では、常に命をかけた真剣勝負です。ちょっとでも油断
をすれば、事故や怪我につながります。
　人材についてはフレンドシップさんにお願いしています。燃料の問題は、
自分ではどうすることもできないので、今は乗り越えていけたらと思い
ます。

会社についてお聞かせください！
会社の事業案内

代表  小谷 秀樹

現在、困っていることはありますか？



今後の展望を聞かせてください。

　今の事業を次世代につないでいくことを考えています。
　私は会社の代表ですが、現場を含めた会社のことは2代目となる息子
に任せています。私の持論として、自分が元気なうちに事業継承をして
いきたいと考えています。息子が期待に応えようと頑張ってくれている
ことが、会社としても親としても嬉しいですね。
　そして、人手不足の解消にもつながりますが、私の知識や技術を教える
ことにも力を入れています。
　私は「戦術」を考えることが得意です。映画が好きなんですが、戦術
を考えるジャンルをよく観ています。仕事でいえば、ガスの球形タンク
に弧を描くように足場を組み立てていく作業ですね。
　私自身、現場でかぶるヘルメットに早く二本線入れたくて頑張った
ように、現場での経験、知識というのは体で覚えることばかりです。
知っておいて損はありませんし、鳶職を目指す人たちの力になれたら
と思います。

　当社では、現在8人の実習生を受け入れています。内訳としては中国人
が4人、ミャンマー人が4人です。20代〜30代の男性です。
中国人の実習生は3〜5年となり、真面目に働いてくれるので戦力として
頼りにしています。ミャンマー人の実習生は今回初めて受け入れ、まだ日が
浅いので手探りですが中国人に続いて頑張ってくれたらと期待しています。
　危険な仕事、厳しい仕事なので、きちんと頑張れる実習生に来て欲しい
から自分で面接に立会い、採用する人材を選んでいます。

技能実習生・特定技能生について
お聞きしました。
技能実習生・特定技能生の人数 : 8 人　受け入れの国：中国・ミャンマー

実習生の受け入れ状況と仕事について
教えてください。



　繰り返しになりますが、高所での危険な仕事ですから、伝えないと
いけないことは少し厳しい言い方になっても、真剣に伝えています。今時
のやり方ではないと非難されるかもしれませんが、現場の安全を守る
ためにも、やる気のない実習生に作業をさせるわけにはいきません。やる
気のなさは現場の士気を乱して事故を招くからです。
　そして、仕事を教える前に、最初は現場を見学してもらいます。どんな
仕事なのか、現場はどんな所なのかを知ってもらうことから始めます。
時間をかけて知ってもらうことで、カチカチに緊張していた実習生に笑顔
が見えるようになります。これを一つのポイントとして、次のステップへと
進めていきます。
　時間をかけて、仕事内容だけでなく心構えを伝えていくことは大切で
すね。

　仕事に対して真面目なところを評価しています。力仕事ですし、前泊が
必要な現場もありますが、拒否することも休むこともなく「働きたい」と
言ってくれるので、こちらも現場に迷惑をかけることがないので助かってい
ます。　
　中国人実習生は我慢強く、メンタルが強いところが良いと思っています。
積極的に「教えて欲しい」と先輩に聞く姿勢があるので理解が早く、すぐ
に作業を覚えてくれます。
　また、日本語に関しては特別に教えるようなことはありませんが、仕事と
同じで社内外問わず、現場でいろんな人たちに挨拶したり話しかけたり
しています。本人たちにとっては、言葉を覚えたい一心かもしれませんが、
現場で業者とコミュニケーションが取れるのは会社としても嬉しいですね。

　国が違うから環境、考え方などにも違いがあることは十分に理解して
います。だからこそ、どう伝えるのか？を大切にしています。
　些細なことと言われそうですが、日本での暮らし方やルールを教え
ます。具体的にいえば 掃除から教えます。近くのアパートに2人1部屋
ずつ用意しています。掃除をして部屋を綺麗に使うこと、維持することから
教えます。
　私は厳しいことを言いますが、実習生を抱きしめてあげます。家族と
同じように接しています。時に反発することもありますが、人間らしいなと
まっすぐに受け止めます。国のご両親が安心できるように責任を持って
預かっているつもりです。だから、休日の買い物に付き合ったり、一緒に
飲んだり、最近は難しい時もありますが、できることはしてあげたいなと
考えています。

指導する上で、大切にしていることはありますか？

実習生を受け入れてよかったことを
教えてください。

日本人とのコミュニケーションで
不安なことはありませんか？



　私は、恩返しをしたいと思っています。一部の実習生は「ずっと、ここで
働きたい」と言ってくれます。思いとしては私も同じです。ずっといてくれたら
本当に助かります。そんな制度になればと期待しています。実習生の永住が
叶えば、国のご両親には感謝しかありません。　
　今後は、実習生の受け入れ国が変わっていくことになりそうですが、実習
生が実習生に指導できるようになればと思います。同じ立場で言語で伝えて
もらうことで、より理解が深まると考えています。
　実習生がいても、現場はまだまだ人数が不足しています。永住、自動車
の免許の取得が可能になれば、実習生の行ける現場が増えるなと、私が
とても楽しみにしています。

今後期待していることを聞かせてください。



Friendship Cooperative

送出し国ミャンマーについて

　コロナの規制緩和に伴い、ミャンマーの渡航状況に関する問い合わせが増えてきて
おります。今回はミャンマーの現状や渡航状況に対して解説いたします。

　ミャンマーに渡航する時、主に三つの注意事項があります。
①ビザを取得する事が必要。（ネット申請可）
②ミャンマー滞在中の保険に加入する事が必要。
③ワクチンを2回以上接種している証明書が必要。
これらを準備ができればミャンマーへの渡航可能となります。

　ミャンマーの治安に関しましては地域によって異なりますが、面接や視察は主に訪れ
る都市ヤンゴンでは現在、全体的な治安は非常に悪化しているという雰囲気ではなく、
普通に日常を過ごすことはできています。ただし、経済の悪化とミャンマーチャットの
下落に影響を受け、スリなど盗難被害が報告されています。また、夜12時以後の外出
は警戒が必要です。
　街中のお店など通常通り営業しております。日本料理なども以前に比べると多くが
営業するようになってきています。
　現在、ミャンマー行政により失業者が増加しているため、実習生として日本に行き
たいと希望する若者が非常に多く増えてきています。採用人数に対して3倍以上の面接
希望者に参加してもらっています。多くの面接希望者は面接参加時、すでに4ヵ月
以上ミャンマーにある日本語学校で日本語を勉強しているため、簡単な日常会話を
交わすことができます。
　そのため、技能実習機構への認定申請、入国管理局のへ在留認定申請に時間が
かかっており、面接から入国までおよそ6ヶ月かかりますので、ミャンマー現地で面接
希望の場合はなるべく余裕を持った渡航準備期間を設けていただければと思います。

2022 年 12 月 12 日　　櫻木 楊子（張 洋）
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◯ 出身国／ミャンマー
◯ 部署／業務課
◯ フレンドシップに入って
　 どのくらい／ 3 ヶ月ほど
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HTIN KYAW

フレンドシップ協同組合

ティン  チョー

通訳、翻訳、技能実習生の監理

サッカー、格闘技(空手、柔術)旅行

　入社してたった3ヵ月だけど、一緒に仕事やっている先輩方から色々教えて頂きま
した。営業の仕方、企業さんとの話し方、実習生に対しての教育の仕方等です。

　日本で外国人として格闘技をやり続けるのは中々難しいかなと思います。特に実習
生を監理する仕事ではです。仕事時間は9時から18時で終わりますが実習生を監理
する仕事なら夜10時11時でも対応する時もあります。もちろん土日祝もです。そして問題
が多い時もあります。その時は精神的に疲れてるので格闘技をやる気がなくなってしま
います。今まで何回も辞めてしまいました。ですが、今回こそどんなことがあっても
格闘技の中から柔術の方を黒帯までやり抜けるように挑戦してみたいと思います。

□趣味

□仕事内容

□フレンドシップで
　学んだこと

□これから挑戦してみたいこと（挑戦したいこと）

ミャンマー観光風景



　フレンドシップ協同組合は「一人は万人の為に、万人は一人の為に」の精神
の下、異業種間の総合扶助を目的に設立されました。企業であれ組合であれ、
何のために組織を運営していくかという理念が必要です。その理念として

「世の中の為」になる事業である事、「人の為」になる事業である事を掲げました。
また、組織が大きくなるにつれ、どんなに素晴らしい理想があっても、どんなに
立派な施設に入っていても実行するのは人との考えが増すばかりです。人の
大切さを自覚し、武田信玄公の教えに習って「人は石垣 人は城」をも併せて
総合理念として掲げました。クレジットカードなどに永久不滅ポイントというのが
ありますが、この事業も永久不滅に継続させていきたい思いです。

〒460-0008
名古屋市中区栄三丁目11番31号グラスシティ栄5F
TEL：052-262-3500（9:00 〜 18:00）
FAX：052-262-3501
URL：https://friendship.or.jp
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